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(57)【要約】
　緊急医療デバイス１０は、治療デバイス１２を含み、
この治療デバイスは、ディスプレイ面１３と、基部１８
とを含み、この基部は、静止面２３に載るよう構成され
る底部２０と、前部の反対側で治療デバイスの後面を越
えて延在するよう構成される背部２４とを含む。後部構
造体２６が、治療デバイスに接続され、治療デバイスの
後面を越えて延在し、上記基部は、上記底部が上記静止
面に載っているとき、上記ディスプレイ面の第１の角度
を提供するよう構成され、上記背部及び上記後部構造体
は、上記背部及び上記後部構造体が上記静止面に載って
いるとき、上記ディスプレイ面の第２の角度を提供する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　緊急医療デバイスであって、
　治療デバイスを有し、前記治療デバイスが、
　ディスプレイ面と、
　静止面に載るよう構成される底部、及び前部の反対側で前記治療デバイスの後面を越え
て延在するよう構成される背部とを含む基部と、
　前記治療デバイスに接続され、前記治療デバイスの前記後面を越えて延在する後部構造
体とを含み、
　前記基部が、前記底部が前記静止面に載っているとき、前記ディスプレイ面の第１の角
度を提供するよう構成され、
　前記背部及び前記後部構造体は、前記背部及び前記後部構造体が前記静止面に載ってい
るとき、前記ディスプレイ面の第２の角度を提供する、緊急医療デバイス。
【請求項２】
　前記治療デバイスが、前記治療デバイスのディスプレイ面に配置されたタッチスクリー
ンディスプレイを含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記底部が、前記静止面に対して滑りを防止するためのトレッドを含む、請求項１に記
載のデバイス。
【請求項４】
　前記基部が、前記治療デバイスの側部及び前記後面に沿って延在するＵ字形底部を含む
、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記後部構造体が、前記治療デバイスの側部に取り付けられた少なくとも１つの後部ブ
ラケットを含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの後部ブラケットが、支持フック及びサポートアイの１つ又は複数
を含む支持アクセサリを含む、請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記第１の角度が、静止面に対して約６０度から約９０度の間である、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項８】
　前記第２の角度が、静止面に対して約０度から約３０度の間である、請求項１に記載の
デバイス。
【請求項９】
　前記治療デバイスが、モニタ、除細動器、又はこれらの組み合わせの１つを含む、請求
項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　緊急医療デバイスであって、
　表面に配置されたタッチスクリーンディスプレイを持つ治療デバイスと、
　前記治療デバイスに結合された基部であって、
　　前部と、
　　静止面に載置される底部と、
　　前記治療デバイスの前記表面と反対側の前記治療デバイスの後面を越えて延在するよ
う構成された背部とを含む基部と、
　前記治療デバイスに接続され、前記治療デバイスの前記後面を越えて延在する少なくと
も１つの後部ブラケットとを有し、
　前記底部が前記静止面に載っているとき前記タッチスクリーンディスプレイの第１の角
度を提供するべく、前記前部が前記背部とは前記治療デバイスから異なるオフセット寸法
を持つよう、前記基部が、前記タッチスクリーンディスプレイに関する少なくとも２つの
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観察位置を提供するよう構成され、前記背部及び前記少なくとも１つの後部ブラケットが
前記静止面に載っているとき、前記背部及び前記少なくとも１つの後部ブラケットが、前
記タッチスクリーンディスプレイの第２の角度を提供し、
　前記緊急医療デバイスが更に、前記基部の反対の側部において前記処置デバイスに配置
されるハンドルを有し、前記ハンドルが、前記少なくとも２つの観察位置の間で前記デバ
イスをユーザが調整することを可能にする、緊急医療デバイス。
【請求項１１】
　前記底部が、静止面に対して滑りを防止するためのトレッドを含む、請求項１０に記載
のデバイス。
【請求項１２】
　前記基部が、前記治療デバイスの側部及び前記後面に沿って延在するＵ字形底部を含む
、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの後部ブラケットが、前記治療デバイスの反対側に固定された後部
ブラケットを含む、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの後部ブラケットが、支持フック及びサポートアイの１つ又は複数
を含む支持アクセサリを含む、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１５】
　第１の位置が、静止面に対して約６０度から約９０度の間の角度を形成する、請求項１
０に記載のデバイス。
【請求項１６】
　第２の位置は、静止面に対して約０度から約３０度の間の角度を形成する、請求項１０
に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記ハンドルが、サポートアイを含む、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記治療デバイスが、モニタ、除細動器、又はこれらの組み合わせの１つを含む、請求
項１０に記載のデバイス。
【請求項１９】
　緊急医療デバイスを位置決めする方法において、
　治療デバイスを提供するステップであって、前記治療デバイスが、ディスプレイ面と、
前記治療デバイスに結合された又は一体化される基部であって、前部と、静止面に載置さ
れる底部と、前記前部の反対側の前記治療デバイスの後面を越えて延在するよう構成され
る背部とを含む、基部と、前記治療デバイスに接続され、前記治療デバイスの前記後面を
越えて延在する少なくとも１つの後部構造体であって、前記底部が前記静止面に載ってい
るとき、前記ディスプレイ面の第１の角度を提供するべく、前記前部が前記背部とは前記
治療デバイスから異なるオフセット寸法を持つよう前記基部が構成され、前記後部及び前
記少なくとも１つの後部構造体が、前記静止面に載っているとき、前記ディスプレイ面の
第２の角度を提供する、少なくとも１つの後部構造体とを備える、ステップと、
　オペレータの位置に基づき、静止面に対して前記第１の角度及び第２の角度の間で前記
デバイスの位置を変更するステップとを有する、方法。
【請求項２０】
　前記治療デバイスが、前記ディスプレイ面に配置されたタッチスクリーンディスプレイ
を含み、前記第１の角度及び前記第２の角度は、異なる位置のユーザによる人間工学的タ
ッチスクリーン操作を可能にする、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の角度が、静止面に対して約６０度から約９０度の間である、請求項１９に記
載の方法。
【請求項２２】
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　前記第２の角度が、静止面に対して約０度から約３０度の間である、請求項１９に記載
の方法。
【請求項２３】
　前記第１及び第２の角度の少なくとも１つに対して角度調整を行うステップを更に有す
る、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、医療器具に関し、より詳細には、異なる位置での使用のための複数のプリセ
ットされた角度位置を含むタッチスクリーンを備える治療デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　心臓モニタ及び／又は除細動器は典型的には、機械的な制御ノブボタン及びスイッチを
含む。現在の製品では、ユーザは手動でデバイスをオン及びオフにし、並びに所望の設定
を実現するのにノブ及びボタンを調整することにより、電源を直接制御し、及び設定を調
整する。最新の除細動器／モニタデバイスは、高度な機能及びＬＣＤディスプレイを含む
が、タッチスクリーン及び他の高度なデバイスといった最新のインタフェースの洗練さ及
び柔軟性には欠ける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　モニタ／除細動器のスクリーンは典型的には、水平面又は静止面に対して６０°～９０
°に配向される。患者が倒れたり、他の態様で地面に乗っている事故現場に到着した医療
従事者は、床又は地面において患者の隣にモニタ細動除去器を配置しなければならない。
ひざまずいた状態から患者を治療する間、医療従事者は、モニタ／除細動器を作動させ、
及び操作しなければならない。
【０００４】
　床又は地面にひざまずいているとき床又は地面に対して６０°～９０°の位置にあるデ
バイスを操作すると、ぎこちない手首の姿勢を要求される。タッチスクリーンを使用する
とき、オペレータは、目標のタッチゾーンの下に手を置きつつディスプレイを見て、次に
手首を上に曲げて所望のボタンに触れなければならない。手首の曲がり角度を増加させる
ことの危険性は、医学文献にも記載されている。手首の反復的な上方への曲げは、腱及び
腱鞘の刺激をもたらし、手根管症候群を含む様々な健康影響をもたらす。水平面に対して
６０°～９０°の角度は、救急車若しくはガーニーに患者を輸送するとき、又は救急車若
しくはガーニーにおけるカウンタートップ／棚に静止面があるとき、着座姿勢又は立位姿
勢からモニタ／除細動器を操作するのにより適している。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本原理によれば、緊急医療デバイスは、治療デバイスを含み、この治療デバイスは、デ
ィスプレイ面と、基部とを含み、この基部は、静止面に載るよう構成される底部と、前部
の反対側で治療デバイスの後面を越えて延在するよう構成される背部とを含む。後部構造
体が、治療デバイスに接続され、治療デバイスの後面を越えて延在し、上記基部は、上記
底部が上記静止面に載っているとき、上記ディスプレイ面の第１の角度を提供するよう構
成され、上記背部及び上記後部構造体は、上記背部及び上記後部構造体が上記静止面に載
っているとき、上記ディスプレイ面の第２の角度を提供する。
【０００６】
　別の救急医療デバイスは、ディスプレイ面を持つ治療デバイスに結合された基部を含む
。基部は、前部と、静止面に載るよう構成された底部と、前部の反対側で治療デバイスの
後面を越えて延在するよう構成された背部とを含む。後部ブラケットは、治療デバイスに
接続され、治療デバイスの後面を越えて延在する。底部が静止面に載っているとき、ディ
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スプレイ面の第１の角度を提供するべく、前部が背部とは治療デバイスから異なるオフセ
ット寸法を持つよう、基部は構成される。背部及び後部ブラケットは、静止面に載ってい
るとき、ディスプレイ面の第２の角度を提供する。
【０００７】
　更に別の救急医療デバイスは、その表面に配置されたタッチスクリーンディスプレイを
持つ治療デバイスを含む。基部は、治療デバイスに連結され、前部と、静止面に載るよう
構成された底部と、治療デバイスの面の反対側で治療デバイスの後面を越えて延在するよ
う構成された背部とを含む。少なくとも１つの後部ブラケットが、治療デバイスに接続さ
れ、治療デバイスの後面を越えて延在し、上記底部が上記静止面に載っているとき上記タ
ッチスクリーンディスプレイの第１の角度を提供するべく、上記前部が上記背部とは上記
治療デバイスから異なるオフセット寸法を持つよう、上記基部が、上記タッチスクリーン
ディスプレイに関する少なくとも２つの観察位置を提供するよう構成され、上記背部及び
上記少なくとも１つの後部ブラケットが上記静止面に載っているとき、上記背部及び上記
少なくとも１つの後部ブラケットが、上記タッチスクリーンディスプレイの第２の角度を
提供する。ハンドルが、基部の反対側で治療デバイスに配置され、このハンドルは、少な
くとも２つの観察位置の間でユーザがデバイスを調整することを可能にする。
【０００８】
　緊急医療デバイスを位置決めする方法において、治療デバイスを提供するステップであ
って、上記治療デバイスが、ディスプレイ面と、治療デバイスに結合された基部であって
、前部と、静止面に載置される底部と、上記前部の反対側の治療デバイスの後面を越えて
延在するよう構成された背部とを含む、基部と、上記治療デバイスに接続され、上記治療
デバイスの後面を越えて延在する少なくとも１つの後部ブラケットであって、上記底部が
上記静止面に載っているとき、上記ディスプレイ面の第１の角度を提供するべく、上記前
部が上記背部とは上記治療デバイスから異なるオフセット寸法を持つよう上記基部が構成
され、上記背部及び上記少なくとも１つの後部ブラケットが、上記静止面に載っていると
き、上記ディスプレイ面の第２の角度を提供する、少なくとも１つの後部ブラケットとを
備える、ステップと、オペレータの位置に基づき、静止面に対して上記第１の角度及び第
２の角度の間で上記デバイスの位置を変更するステップとを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態による基部とハンドルとを備えた除細動器／モニタデバイスを示す正
面図である。
【図２】一実施形態に基づき第１のプリセットされた角度を提供するため、静止面と接触
する基部を備える、図１の除細動器／モニタデバイスを示す側面図である。
【図３】一実施形態に基づき第２のプリセットされた角度を提供するため、静止面と接触
する基部及び後部ブラケットを備える、図２の除細動器／モニタデバイスを示す側面図で
ある。
【図４】一実施形態によるＵ字型基部を備える、図１の除細動器／モニタデバイスを示す
底面図である。
【図５】例示的な実施形態による異なる位置で除細動器／モニタを動作させる方法を示す
ブロック／フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示におけるこれら及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面と共に参照される、
その説明的な実施形態の以下の詳細な説明から明らかになる。
【００１１】
　本開示は、以下の図面を参照して好ましい実施形態の以下の説明を詳細に提供する。
【００１２】
　本原理によれば、モニタ及び／又は除細動器は、タッチスクリーンインタフェースを具
備することができる。本原理によるモニタ／除細動器上のタッチスクリーンの操作は、異
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なるケア設定における医療従事者の複数の姿勢に対応するため、静止面に対してスクリー
ンの２つ以上の角度を採用する。モニタ／除細動器は、ユーザが複数の角度でタッチスク
リーンを位置決めすることを可能にする機械的特徴を備える幾何学的形状を含む。例えば
、ディスプレイの１つの角度は、地面又は床にひざまずいているオペレータのため、タッ
チスクリーンを適切に配置することができる。これは、患者が倒れている事故現場で医療
従事者及び第１応答者がひざまずいた姿勢からケアを提供する場合に特に有益である。第
２の角度は、座ったオペレータ又は立っているオペレータに対して、タッチスクリーンを
配置するために使用されることができる。輸送中、医療従事者は、患者をケアしつつ、救
急車の後ろで座ったり立ったりする場合がある。マルチアングル配置に関する特徴を備え
たモニタ／除細動器は、複数の位置又は姿勢からユーザインタフェースを操作する医療従
事者のニーズを満たす。
【００１３】
　特に有益な実施形態では、オペレータは、タッチスクリーンを利用し、シングルタッチ
制御を用いてデバイスと相互作用する。メニュー及びソフトキーは、タッチスクリーンに
おけるユーザによるシングルタッチで作動される。マルチタッチ制御は、ズーム、ページ
ング、スクロール、及びユーザにタッチスクリーンを「ピンチアンド拡張」又は「タッチ
アンドスワイプ」させることにより実現される他の表示ナビゲーション機能にも使用され
ることができる。タッチスクリーン技術を利用する本原理によるグラフィカルユーザイン
タフェースは、シングルタッチ及びマルチタッチの両方の制御を提供する。プリセットさ
れた安定した角度位置を提供することにより、タッチスクリーン操作は、人間工学的な態
様で複数の位置で容易に実行される（例えば、手首の後屈などなしに）。
【００１４】
　本原理によるデバイスは、異なるケア設定における介護者の複数の姿勢に対応するため
、ユーザが複数の角度でディスプレイを位置決めすることを可能にする機械的特徴及び幾
何学的形状を持つ。設計の幾何学的形状及び機能は、誤動作する機構、ラッチ、又は可動
部品を持たず、シンプルで受動的である。機械的な設計は、時間に追われた緊急ケアの設
定において、片手での迅速な操作を可能にする。
【００１５】
　本発明は、医療器具に関して記載されるが、本発明の教示は、かなり広く、異なる位置
で操作される任意のモニタデバイス又は除細動器に適用可能である点を理解されたい。い
くつかの実施形態では、本原理は、病院又は緊急車両、家庭、公共の場所などで使用され
る除細動器／モニタに用いられる。図面に示される要素は、ハードウェア及びソフトウェ
アの様々な組合せにおいて実現されることができ、単一の要素又は複数の要素において組
み合わせられることができる機能を提供することができる。
【００１６】
　図面に示されるさまざまな要素の機能は、専用ハードウェアの使用を介してというだけ
でなく、適切なソフトウェアに関連してソフトウェアを実行することができるハードウェ
アの使用を介して与えられることができる。治療デバイスにおけるプロセッサ又はコント
ローラにより提供されるとき、この機能は、単一の専用プロセッサにより、単一の共有プ
ロセッサにより、又は複数の個別のプロセッサにより与えられることができる。個別のプ
ロセッサの幾つかは、共有されることができる。更に、「プロセッサ」又は「コントロー
ラ」という用語の明確な使用は、ソフトウェアを実行することができるハードウェアを排
他的に参照するものとして解釈されるべきではなく、デジタル信号プロセッサ（「ＤＳＰ
」）ハードウェア、ソフトウェアを格納する読出し専用メモリー（「ＲＯＭ」）、ランダ
ムアクセスメモリ（「ＲＡＭ」）及び不揮発性ストレージを暗に含むが、これらに限定さ
れるものではない。
【００１７】
　更に、本発明の原理、側面及び実施形態並びにその特別の実施例を述べる本書における
すべての記載は、その構造的及び機能的均等の範囲の両方を含むものとして意図される。
更に、斯かる均等物が、現在既知の均等物だけでなく将来開発される均等物の両方を含む
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ものとして意図される（即ち、構造に関係なく、同じ機能を実行すべく開発される任意の
要素を含む）。従って、例えば、本書に与えられるブロック図は、本開示の原理を実現す
る説明的なシステム要素及び／又は回路の概念表示を表すという点を当業者は理解された
い。
【００１８】
　ここで図面を参照すると、同様の番号は、同じ又は類似の要素を表しており、最初に図
１及び図２を参照すると、図が、一実施形態による緊急医療装置又はデバイス１０を示す
。これは、例えば除細動器、モニタ等、又はこれらの組み合わせといった治療デバイス１
２を含む。デバイス１２は、複数の制御部１６と、ディスプレイ面１３上のタッチスクリ
ーン対話ディスプレイ１４とを含む。装置１０又はデバイス１２は、デバイス１２の外部
に取り付けることができる、又はデバイス１２に一体化されることができる１つ又は複数
の機械的特徴を含む。
【００１９】
　一実施形態では、機械的特徴は、ディスプレイ１４の下のデバイス１２に接続可能な基
部１８を含むことができる。基部１８は、デバイス１２の前面への接続点１９を含む前部
２２を含む。接続点１９は、スナップフィット機構、ネジ穴、リベット、磁石等、又は前
部２２をデバイス１２に保持するための他の接続機構を含むことができる。基部１８は、
デバイス１２に恒久的に固定されてもよく、又は一時的に取り付けられてもよい。基部１
８は、後部２４の支持高さよりも前部２２におけるより大きな支持高さを提供する。こう
して、基部１８は、静止面２３に対して好ましくは約４５度から約９０度未満の角度「Ａ
」で直立構成でデバイス１２を支持する。一実施形態では、角度Ａは更に好ましくは、約
６０度から８０度の間である。底部２０は、静止面２３に載置され、滑りを防止し、衝撃
を低減又は吸収するグリップ、トレッド又は他の機械的特徴を含むことができる。基部１
８は、ゴム、プラスチック、金属、セラミックなどを含む材料の組み合わせを含むことが
できる。一実施形態では、少なくとも底部２０は、ゴム又はゴム加工された表面を含む。
【００２０】
　一実施形態では、デバイス１２の基部１８における機械的設計特徴は、タッチスクリー
ン１４を静止面に対して７５°の角度に位置決めする。基部１８の機械的特徴、又は「足
」は、各側部の前部から後部へ、及び底部２０の後端部又は背部２４を横切って、デバイ
ス１２の全重量を支持するための安定した基部を提供する。図２は、７５°の所望のタッ
チスクリーン角を達成するため、静止面２３における底部２４の側面図を示す。底部２０
は、滑らかな表面における滑りを防止するためにテクスチャ加工されてもよく、好ましく
は落下衝撃からの損傷を防止するのを助けるため、耐久性のある適合材料から作られる。
【００２１】
　図２におけるタッチスクリーン１４の位置は、オペレータが着座又は立っている間、改
善された動作位置を提供する。そのような位置では、約６０°と９０°との間の角度Ａが
好ましい。図２は、デバイス１２の側面（又は背面）に取り付けられた後部ブラケット２
６も示す。デバイス１２の各側に一対の後部ブラケット２６があり、これは、ボルト留め
、リベット留め、スナップ留め、又は他の方法でデバイス１２に取り付けられることがで
きる。後部ブラケット２６は、治療デバイス１２の後部を横切って互いに接続されること
ができる。後部ブラケット２６は、任意の適切な構成又は構造をとることができる。後部
ブラケット２６は、図３に示される位置でデバイス１２を支持するため、このデバイスが
後方に回転されることを可能にする衝撃吸収性の重量支持材料を含むことができる。
【００２２】
　図３を参照すると、デバイス１２は、後部ブラケット２６及び背部２４が静止面と接触
する第２の位置に示される。オペレータがひざまずく位置にあるときのタッチスクリーン
操作のための角度位置Ｂは、好ましくは約０°から約３０°の間である。一実施形態では
、デバイス１２の後部の機械的設計特徴（後部ブラケット２６及び背部２４）は、静止面
に対して１５°の角度でタッチスクリーンを位置決めする。図２に記載された第１の位置
は、基部１８の形状に基づき提供され、一方、図３における第２の位置は、基部１８の後
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部ブラケット２６及び背部２４に基づき提供される。デバイス１２の後端部をわずかに越
えて延在する上述したのと同じ底面特徴部（２４）（「足」）が有利に使用される。後部
ブラケット２６はまた、レールフック３０、肩ストラップアイ（shoulder strap eye）３
２などの取り付け点を提供する。これらは、複数の場所に配置されることができる。後部
収納又は収納ポーチのため、スペース３４が提供されることができる。一緒に、背部２４
の後部ブラケット２６は、オペレータのひざまずいている位置又はしゃがんでいる位置か
らデバイスを操作するための所望の１５°（又は他の角度）を実現する安定した支持部を
形成する。
【００２３】
　基部１８及び／又はブラケット２６は、プラスチック、金属、エラストマーなどの材料
を含むことができ、製造方法は、例えば、射出成形、機械加工などを含むことができる。
トップハンドル４０は、医療従事者又はオペレータが、片手を使用してデバイス上部を把
持し、ひざまずいている間、デバイスをローアングルの操作位置（０°から３０°）に押
し戻すことを可能にする。代替的に、ハンドル４０をつかみ、前方に引くことにより、医
療従事者は、着座／立位の間、操作のための高角度操作位置（６０°～９０°）にデバイ
ス１２を戻すことができる。
【００２４】
　一実施形態では、後部ブラケット２６は、第２の位置角度Ｂを変更するよう回転可能に
調整されることができる。この実施形態では、ネジ２８が、除去され、又は含まれないこ
とができ、第２の位置に関する新しい角度を決定するため、ピボット４４が調整されるこ
とができる。他の実施形態では、基部１８は、角度Ａを変更するため、つまみねじ又は他
の調整機構を使用して、第１の位置の調整を提供するよう構成されることができる。更に
別の実施形態では、追加的な調整を提供するため、又は例えばブラケット２６若しくは基
部１８の後部２４を更に伸ばす若しくは引っ込めるよう、装置１０に関する２つより多く
の設定位置を提供するため、他のブラケット又は調整が利用可能とすることができる。
【００２５】
　図４を参照すると、一実施形態による装置１０の底面図が例示的に示される。この実施
形態では、基部１８の底部２０は、装置１０の側面及び背面に沿って「Ｕ」字形を含む。
底部２０は、滑りを防止するための把持機構、トレッド３６又はテクスチャなどを含む。
いくつかの実施形態では、スペース３８は、デバイス１２に接続し、支持、減衰又は追加
的な構造を提供することができる他の構造又は基部特徴を含むことができる。
【００２６】
　本原理は、モニタ／除細動器に関して説明されるが、特に、２つのタイプのモニタ除細
動器が、本書に記載されるマルチアングル位置決めの恩恵を受けることができる。これら
は、病院内のモニタ除細動器（病院の職員により使用される）及び病院前モニタ除細動器
（救急医療サービス（ＥＭＳ）、公安、軍人などにより使用される）を含む。異なる操作
姿勢を必要とするケア環境で使用される他の医療デバイスも、本原理の恩恵を受けること
ができる。
【００２７】
　図５を参照すると、本原理による緊急医療デバイスを位置決めする方法が、例示的に示
される。ブロック１０２において、ディスプレイ面を備える治療デバイスが提供される。
治療デバイスは好ましくは、ディスプレイ面上のタッチスクリーンディスプレイと、ディ
スプレイのための安定したプリセットされた角度位置を設定するための機械的特徴とを含
む。治療デバイスは、基部及び少なくとも１つの後部ブラケットと一体化されることがで
き、又は後付けされることができる。基部は、治療デバイスに結合（形成又は接続）され
、前部と、静止面に載るよう構成される底部と、前部の反対側で治療デバイスの後面を越
えて延在するよう構成された背部とを含む。後部ブラケット又は複数のブラケットは、治
療デバイスに接続され、治療デバイスの後面を越えて延在する。底部が静止面に載ってい
るとき、ディスプレイ面の第１の角度を提供するため、前部が背部よりも治療デバイスと
異なるオフセット寸法を持つよう、基部は構成される。背部及び後部ブラケットは、背部
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２の角度を提供する。
【００２８】
　ブロック１０４において、デバイスは、例えば、静止面に対して、かつオペレータの位
置に基づき、第１の角度と第２の角度との間で、その位置を変えることができる。治療デ
バイスは、ディスプレイ面に配置されたタッチスクリーンディスプレイを含み、第１の角
度及び第２の角度は、異なる位置のユーザによる人間工学的タッチスクリーン操作を可能
にする。例えば、静止面と約６０度から約９０度の間の第１の角度において、オペレータ
は、座っている又は立っているとすることができる。静止面との約０度から約３０度の間
の第２の角度において、オペレータは、ひざまずいているか、又はしゃがんでいるかもし
れない。デバイスは、オペレータの位置に関して最適化されたプリセットされた表示角度
を提供するため、有利には前後に傾けられる。
【００２９】
　デバイスは、このデバイスの追加的な安定した位置を支持するための他の機械的特徴を
提供することにより、２つよりも多い現在の角度位置を含むことができる。ブロック１０
６において、第１及び／又は第２の角度を調整するため、基部及び／又は後部ブラケット
に対する調整が行われることができる。これは、オペレータの好み又は他の考慮事項に基
づき行われることができる。
【００３０】
　ブロック１０８において、デバイスは、タッチスクリーンディスプレイを用いて人間工
学的に操作される。タッチスクリーンディスプレイは、ユーザの位置に基づき適切に角度
が付けられるので、手首及び他の腕の後方屈曲又は手首の不快感が回避される。
【００３１】
　添付の特許請求の範囲を解釈するにあたり、以下の点を理解されたい。
ａ）「有する」という語は、所与の請求項に記載される要素又は行為以外の他の要素又は
行為の存在を除外するものではない。
【００３２】
　ｂ）ある要素に先行する「ａ」又は「ａｎ」という語は、斯かる要素が複数存在するこ
とを除外するものではない。
【００３３】
　ｃ）請求項における任意の参照符号は、それらの範囲を制限するものではない。
【００３４】
　ｄ）複数の「手段」が、同じアイテム、又はハードウェア、又はソフトウェア実現によ
る構造体、又は機能により表されることができる。
【００３５】
　ｅ）特に指定がない限り、行為の特定のシーケンスが必要とされること意図するもので
はない。
【００３６】
　マルチアングル位置を備えるモニタ除細動器の好ましい実施形態を説明してきたが（こ
れは、例示であって限定することを意図するものではない）、上述の教示に照らして当業
者により修正及び変更がなされ得る点に留意されたい。従って、添付の特許請求の範囲に
より概説される本書に開示される実施形態の範囲に含まれるものとして、本開示の特定の
実施形態において変更がなされることができる点を理解されたい。こうして、本開示の内
容が特許法により必要とされる範囲で詳細に記載されてきたが、特許証により保護される
ことを望む保護の請求は、添付の特許請求の範囲に記載される。
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